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「脳化社会」の教養

石井剛（2025年7月11日）

「文理融合」とは何の謂か



教養とは世界の中でよりよく生活する
方法である。



1　教養の空間と時間



脳化社会



都市化＝生活空間の人工化



2　科学の時代



科学＝分科の学



マックス・ウェーバー『職業としての学問』 
Wissenschaft als Beruf



学問に生きるものは、ひとり自己の専門に閉じこもるこ
とによってのみ、自分はここにのちのちまで残るような
仕事を達成したという、おそらく生涯に二度とは味われ
ぬであろうような深い喜びを感じることができる。〔中
略〕みずから遮眼革を着けることのできない人や、また
自己の全心を打ち込んで、たとえばある写本のある箇所
の正しい解釈を得ることに夢中になるといったようなこ
とのできない人は、まず学問には縁遠い人々である。

マックス・ウェーバー著『職業としての学問』、尾高邦雄訳、岩波書

店、1980年改訳版、22ページ。



情熱はいわゆる「霊感」を産み出す地盤であり、そして「霊感」は学
者にとって決定的なものである。ところが、近ごろの若い人たちは、
学問がまるで実験室か統計作成室で取り扱う計算問題になってしまっ
たかのように考える。ちょうど「工場」でなにかを製造するときのよ
うに、学問というものは、もはや「全心」を傾ける必要はなく、たん
に機械的に頭をはたらかすだけでやっていけるものになってしまった
かのようにかれらは考えるのである。だが、ここで注意すべきこと
は、こうした人々たちの大部分が、工場とかまた実験室でどのような
ことがおこなわれているかについてなにも知っていないということで
ある。実験室でもまた工場でも、なにか有意義な結果を出すために
は、いつもある――しかもその場に適した――思いつきを必要とする
のである。とはいえ、この思いつきというものは、無理に得ようとし
てもだめなものである。

（ウェーバー前掲書、23-24ページ。）



教養（Kultur, Bildung, liberal arts） 
College of Arts and Sciences



学問上の仕事がのちのちまで重んじられることもありう
る、たとえばその芸術的性質のゆえに一種の「嗜好品」と
して、あるいは学問上の仕事への訓練のための手段として。

（ウェーバー前掲書、30ページ。）



それを欲しさえすれば、どんなことでもつねに学び知るこ
とができるということ、したがってそこにはなにか神秘的
な、予測しえない力がはたらいている道理がないというこ
と、むしろすべての事柄は原則上予測によって意のままに
なるということ、――このことを知っている、あるいは信
じているというのが、主知化しまた合理化しているという
ことの意味なのである。

（ウェーバー前掲書、33ページ。）



3　「文理融合」とは何の謂か



総合知 
（科学技術・イノベーション基本計画）



art 
τέχνη, έπιστήμη



artēs līberālēs 

修辞、文法、論理、算術、幾何学、天文学、音楽



六芸 
礼楽射馭書数



『漢書』藝文志 
藝（埶）＝穜 
樹埶



文 
「倉頡之初作書，蓋依類象形，故謂之文。」（許慎『説文解字』注）



古者庖羲氏之王天下也，仰則
觀象於天，俯則觀法於地，視
鳥獸之文，與地之宜，近取諸
身，遠取諸物，於是始作易八
卦。

許慎『說文解字』敘



理 
「文理密察」（『礼記』中庸） 
「理，治玉也。」（『説文解字』）



格物、致知、誠意、正心、 
修身、斉家、治国、平天下（『礼記』大学）

朱熹（朱氏）



所謂致知在格物者，
言欲致吾之知，在即
物而窮其理也。

朱熹『大学章句』

「格致学」



中江兆民訳 
アルフレッド・フイエ『理学沿革史』 

Histoire de la Philosophie



教養とは世界の中でよりよく生活する方法である。 

技法＝アート 

教養学部はアート＝技法を学問探究の対象として学ぶ場。



4　制度としての教養



費孝通『郷土中国』

日本語訳あり：費孝通『郷土中国・郷土再建』（諸葛蔚東訳、東京大学出版会、2021年）



• すべてのことを知りたいという欲求 
• 無限の開放へのポテンシャル



　社会的共通資本は、一つの国ないし特定の地域に住むすべての人々
が、豊かな経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に魅力あ
る社会を持続的、安定的に維持することを可能にするような社会的装
置を意味する。 
　社会的共通資本は自然環境、社会的インフラストラクチャー、制度
資本の三つの大きな範疇にわけて考えることができる。大気、森林、
河川、水、土壌などの自然環境、道路、交通機関、上下水道、電力・
ガスなどの社会的インフラストラクチャー、そして教育、医療、司法、
金融制度などの制度資本が社会的共通資本の重要な構成要素である。

宇沢弘文『社会的共通資本』岩波書店、2000年、iiページ。



「道枢」における「根源的中立」の 
マルチ・ステークホルダーシップ

『裂け目に世界をひらく』（2024年）、『空気はいかに「価値化」されるべきか』（2025年）
東京大学東アジア藝文書院（共に東京大学出版会） 

よりよく生きるためのスペースを想像する：https://ocw.u-tokyo.ac.jp/lecture_2151/  

空気の哲学としての新しいリベラルアーツへ―責任と希望の学問：https://ocw.u-tokyo.ac.jp/lecture_2409/



マックス・シェーラー「世界観」 
イマニュエル・カント「諸学部の争い」



VUCAの時代



東アジア藝文書院の目指す 
「東アジアからの新しいリベラルアーツ」

• 「古典のある生活」こそが社会イノベーションの基点 

• 脱脳化としての「（脳の）徹底的な人間化」
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